
曜日 曜日
月 月

1 2 3 4 1日～7日 春季休業 1 2 3 1日 授業開始

5 6 7 8 9 10 11 8日 入学式 4 5 6 7 8 9 10

4 月 12 13 14 15 16 17 18 9日 授業開始 10 月 11 12 13 14 15 16 17 １２日 体育の日

19 20 21 22 23 24 25 29日～5月5日 特別休業 18 19 20 21 22 23 24 22日 開学記念日

26 27 28 29 30 29日 昭和の日 25 26 27 28 29 30 31

1 2 3日 憲法記念日 1 2 3 4 5 6 7 3日 文化の日

3 4 5 6 ○　7 8 9 4日 みどりの日 8 9 10 11 12 13 14 ２０日3～5時限
臨時休業
（大学祭準備）

5 月 10 11 12 13 14 15 16 5日 こどもの日 11 月 15 16 17 18 19 20 21 21日～23日 大学祭

17 18 19 20 21 22 23 6日 振替休日 22 23 24 25 26 27 28 23日 勤労感謝の日

24 25 26 27 28 29 30 ○　7日 水曜日の授業を行う 29 30 24日1～5時限
臨時休業
（大学祭片付け）

31

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12

6 月 14 15 16 17 18 19 20 12 月 13 14 15 16 17 18 19 23日 天皇誕生日

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 ○24 25 26 ○24日 月曜日の授業を行う

28 29 30 27 28 29 30 31 25日，28日 補講日

25日～1月7日 冬季休業

1 2 3 4 1 2 1日 元旦

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 5日～7日 補講日

7 月 12 13 14 15 16  ○17 18 ○１7日 月曜日の授業を行う 1 月 10 11 12 13 14 15 16 1１日 成人の日

19 20 21 22 23 24 25 20日 海の日 17 18 19 20 21 22 23 15日 大学入試ｾﾝﾀｰ試験実施
に伴う臨時休講（予定）

26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30 16日，17日 大学入試ｾﾝﾀｰ試験

31

1 1日～9月30日 夏季休業 1 2 3 4 5 6 10日 補講日

2 3 4 5 6 7 8 3日～5日 ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ（予定） 7 8 9 10 11 12 13 11日 建国記念の日

8 月 9 10 11 12 13 14 15 6日，7日，10日，11日 補講日 2 月 14 15 16 17 18 19 20 12日 補講日

16 17 18 19 20 21 22 12日～14日 夏季一斉休業 21 22 23 24 25 26 27 15日～3月31日 臨時休講

23 24 25 26 27 28 29 28

30 31

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

9 月 13 14 15 16 17 18 19 3 月 14 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26 21日 敬老の日 21 22 23 24 25 26 27 21日 春分の日

27 28 29 30 22日 国民の休日 28 29 30 31 22日 振替休日

23日 秋分の日 25日 卒業式

は休業日及び臨時休講

前　　　　　　期 後　　　　　　期

木 金 土日 月 水土

平成２１年度　　授業予定表

　　備　　　　　　　　　考 　　備　　　　　　　　　考日 月 火 水 木 火金



６．岡山大学理学部履修科目の上限設定等に関する内規

制定 平成１６年 ４月２９日

改正 平成１７年１２月 ８日

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成16年岡大理規程第１号）第13条の規定に

基づき，岡山大学理学部における履修科目の上限設定等について定める。

（履修科目の上限）

第２条 履修科目として登録できる単位数の上限は，１年間42単位とする。

（履修科目の上限を超える登録）

第３条 履修科目の上限を超えて登録しようとする者の当該年度の履修修得単位数が40単

位以上で，履修登録科目の成績の単位数に比例した加重平均点（以下「単位平均点」と

いう。）が80点以上の場合は，次年度の履修科目の登録単位数の上限を52単位とし，

当該年度履修修得単位数が38単位以上で，単位平均点が78点以上の場合は，次年度の

履修科目の登録単位数の上限を47単位とする。

ただし，修得単位の評価に認定及び修了がある場合は，当該単位を単位平均点算出の

対象から除くものとする。

附 則

この内規は，平成18年 ４月 1日から施行し，平成14年度入学者から適用する。



７．岡山大学理学部早期卒業の認定基準

平成１６年４月２９日

学 部 長 裁 定

岡山大学理学部規程第22条第２項に基づく岡山大学理学部早期卒業の認定基準は，下記

のとおりとする。

記

１ 早期卒業希望者

早期卒業を希望する者は，第２年次終了時又は第３年次前期終了時に早期卒業希望届を

提出するものとする。

２ 早期卒業候補者

第２年次終了時における早期卒業希望者のうち，次の認定基準を満たした者について，

早期卒業候補者（以下「候補者」という。）と認定し，第３年次前期に第４年次配当科目

の履修を許可する。

（候補者認定基準）

第２年次終了時までに卒業要件単位数のうち90単位以上を修得し，通算の履修登録科目

の成績の単位数に比例した加重平均点（以下「単位平均点」という。）が85点以上である

こと。ただし，修得単位の評価に認定及び修了がある場合は，当該単位を単位平均点算出

の対象から除くものとする。

３ 早期卒業予定者

候補者及び第３年次前期終了時における早期卒業希望者のうち，次の認定基準を満たし，

所属学科の議により成績優秀と認められた者について，早期卒業予定者（以下「予定者」

という。）と認定し，第３年次後期に第４年次配当科目の履修を許可する。

（予定者認定基準）

第３年次前期終了時までに卒業要件単位数のうち113単位以上を修得し，単位平均点が

85点以上であること。ただし，修得単位の評価に認定及び修了がある場合は，当該単位を

単位平均点算出の対象から除くものとする。

４ 早期卒業の申請

予定者のうち，第３年次終了時又は４年次前期終了時において，卒業要件単位を修得し，

単位平均点が85点以上の者について，再度早期卒業の意思確認を行ったうえ，教授会・協

議会の議を経て，学長に対して早期卒業の申請を行うものとする。

５ この認定基準は，平成１４年度入学者から適用する。



８．岡山大学理学部表彰内規

平成２１年 １月 ９日

学 部 長 裁 定

（目的）

第１条 岡山大学理学部（以下「理学部」という。）における自然科学（理学）教育の充

実・発展を図るため，「学業及び人物の優れた学生」及び「自然科学（理学）教育振興

及び奨励に顕著な業績をあげた者」等を表彰することを目的とする。

（表彰）

第２条 表彰は，「理学部長賞」，「第２年次終了時優秀者賞」及び「教育貢献賞」とし，

表彰状を授与するものとする。

（理学部長賞）

第３条 理学部長賞は，理学部を卒業する学生のうちから学業及び人物の優れた者に授与

する。

２ 候補者は，３月上旬までに理学部各学科ごとに１名を理学部長に推薦する。

３ 選考は，原則として３月定例学科長会で行う。

４ 授与日は，３月卒業式当日とする。

（第２年次終了時優秀者賞）

第４条 第２年次終了時優秀者賞は，理学部第２年次を終了した学生のうちから成績優秀

者に授与する。

２ 候補者は，３月末までに理学部各学科ごとに若干名を理学部長に推薦する。

３ 選考は，原則として４月定例学科長会で行う。

４ 授与日は，理学部長が定める。

（教育貢献賞）

第５条 教育貢献賞は，理学部に勤務する職員に授与する。

１ 候補者は，各学科，附属臨海実験所，附属界面科学研究施設，附属量子宇宙研究セン

ター及び職員が理学部長に推薦（自薦を含む。）する。

２ 前項の推薦のあったときは，別に定める選考基準により学科長会が選考を行う。

３ 授与日は，理学部長が定める。

（表彰状）

第６条 表彰状は，別紙のとおりとする。

附 則

この内規は，平成２１年２月１日から施行する。



９．岡山大学理学部科目等履修生内規

平成１６年４月２９日

学 部 長 裁 定

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成16年岡大理規程第１号）第30条第２項の

規定に基づき，岡山大学理学部科目等履修生（以下「科目等履修生」という。）に関し

て必要な事項を定めるものとする。

（出願資格）

第２条 科目等履修生として志願することのできる者は，次の各号の一に該当する者とす

る。

一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

二 外国において学校教育における12年の課程を修了した者

三 高等学校（中等教育学校後期課程を含む。以下同じ。）に在学中の者で，特に成績

優秀であると在学高等学校長から推薦があった者

四 その他第1号又は第2号に掲げる者と同等以上の学力があると認められた者

（在学期間）

第３条 在学期間は1年又は半年とする。ただし，特別な事由がある場合は，期間を延長す

ることができる。

（出願手続）

第４条 入学志願者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，理学部長に願い出るも

のとする。

一 科目等履修生願（別紙様式）

二 履歴書（写真貼付）

三 最終学校の卒業（修了）証明書及び成績証明書

高等学校に在学中の者は，在学証明書及び成績証明書

四 高等学校に在学中の者は，在学高等学校長の推薦書

その他在学中の者は，在学学校長の承諾書

五 在職中の者は，所属長の承諾書

六 その他特に指示するもの

（出願の時期）

第５条 出願の時期は，前期入学にあっては2月，後期入学にあっては8月とする。ただし，

特別の事情がある場合は，教授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（選考）

第６条 入学者の選考は，教授会・協議会の議を経て行う。

（入学許可）

第７条 所定の期日までに入学手続きを完了した者に入学を許可する。

（入学の時期）

第８条 入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場合は，

教授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（その他）

第９条 この内規の実施に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

この内規は，平成16年４月29日から施行し，平成16年４月１日から適用する。



１０．岡山大学理学部委託生内規

平成１６年４月２９日

学 部 長 裁 定

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成16年岡大理規程第１号）第32条第２項の

規定に基づき，岡山大学理学部委託生（以下「委託生」という。）に関して必要な事項

を定めるものとする。

（出願資格）

第２条 委託生として志願することのできる者は，大学を卒業をした者又はこれと同等以

上の学力を有すると認められる者とする。

（出願の手続）

第３条 入学志願者は，次の各号に掲げる書類を添えて，理学部長に願い出るものとする。

一 委託生願（別紙様式）

二 履歴書

三 最終学校の卒業（修了）証明書及び成績証明書

四 所属長の委託依頼書

五 写真（35mm×35mm）１枚

（出願の時期）

第４条 出願の時期は，前期入学にあっては2月，後期入学にあっては8月とする。ただし，

特別の事情がある場合は，教授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（選考）

第５条 入学者の選考は，教授会・協議会の議を経て行う。

（入学許可）

第６条 所定の期日までに入学手続を完了した者に入学を許可する。

（入学の時期）

第７条 入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場合は教

授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（在学期間）

第８条 在学期間は1年又は半年とする。ただし，特別の事情がある場合は教授会・協議会

の議を経てこれを変更することができる。

（その他）

第９条 この内規の実施に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

この内規は，平成16年４月29日から施行し，平成16年４月１日から適用する。



１１．岡山大学理学部研究生内規

平成１６年４月２９日

学 部 長 裁 定

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成16年岡大理規程第１号）第33条第２項の

規定に基づき，岡山大学理学部研究生（以下「研究生」という。）に関して必要な事項

を定めるものとする。

（出願資格）

第２条 研究生として志願できる者は，大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有

すると認められる者とする。

（出願手続）

第３条 入学志願者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，理学部長に願い出るも

のとする。

一 研究生願（別紙様式）

二 履歴書

三 最終学校の卒業（修了）証明書及び成績証明書

四 在職者は所属長の承諾書

五 写真（35mm×35mm）１枚

（出願の時期）

第４条 出願の時期は，前期入学にあっては2月，後期入学にあっては8月とする。ただし，

特別の事情がある場合は教授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（選考）

第５条 入学者の選考は，教授会・協議会の議を経て行う。

（入学許可）

第６条 所定の期日までに入学手続を完了した者に入学を許可する。

（入学の時期）

第７条 入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場合は教

授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（在学期間）

第８条 在学期間は1年又は半年とする。ただし，特別の事情がある場合は，教授会・協議

会の議を経てこれを変更することができる。

（その他）

第９条 この内規の実施に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

この内規は，平成16年４月29日から施行し，平成16年４月１日から適用する。



１２．岡山大学理学部における他の大学又は短期大学の専門教育科目履修に関する内規

平成１６年４月２９日

学 部 長 裁 定

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成16年岡大理規程第１号）第18条第２項の

規定に基づき，理学部学生が他の大学（外国の大学を含む。）又は短期大学（外国の短

期大学を含む。）の専門教育科目の履修（以下「他大学等履修」という。）に関して必

要な事項を定めるものとする。

（出願手続）

第２条 理学部学生が，他大学等履修を希望するときは，次の各号に掲げる書類を提出す

ることにより，理学部長に願い出るものとする。

一 他大学（短期大学）授業科目履修願（別紙様式）

二 その他必要とする書類

（許可）

第３条 他大学等履修の許可は，教授会・協議会の議を経て行う。

（単位の認定）

第４条 他大学等履修で修得した単位は，30単位を限度として教授会・協議会で認定のう

え卒業要件単位として取り扱うことができる。

（その他）

第５条 この内規の実施に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

この内規は，平成16年４月29日から施行し，平成16年４月１日から適用する。



１３．岡山大学理学部特別聴講学生内規

平成１６年４月２９日

学 部 長 裁 定

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成16年岡大理規程第１号）第31条第２項の

規定に基づき，岡山大学理学部特別聴講学生（以下「特別聴講学生」という。）に関し

て必要な事項を定めるものとする。

（出願資格）

第２条 特別聴講学生として志願できる者は，他の大学（外国の大学を含む）又は短期大

学（外国の短期大学を含む）の学生とする。

（出願手続）

第３条 入学志願者は，所属する大学又は短期大学の長を通じて，次の各号に掲げる書類

を提出することにより，理学部長に願い出るものとする。

一 特別聴講学生願書（別紙様式）

二 学部長（学長）の推薦書

三 成績証明書

四 健康診断書

五 写真（上半身・無帽・正面向き・縦32mm×横25mm）2枚

六 その他理学部長が必要とする書類

（出願の時期）

第４条 出願の時期は，前期入学にあっては2月，後期入学にあっては8月とする。ただし，

特別の事情がある場合は，教授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（選考）

第５条 入学者の選考は，教授会・協議会の議を経て行う。

（入学許可）

第６条 所定の期日までに手続を完了した者に入学を許可する。

（入学の時期）

第７条 入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場合は，

教授会・協議会の議を経てこれを変更することができる。

（その他）

第８条 この内規の実施に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

この内規は，平成16年４月29日から施行し，平成16年４月１日から適用する。



１４．授業，単位，履修登録，試験，単位修得等について

授業，単位
授業は，講義，演習，実験，実習のいずれかの方法によりまたはこれらの二以上の併用

により行われます。
授業科目の１単位当たりの学修は，４５時間の学修を必要とする内容をもって構成され

ることを標準とし，授業内容の方法による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮し
て，次の基準により単位数が定められています。

専門教育科目（１単位）

授業の種類，方法 授業による学修時間 授業時間外の学修時間

講義 １５時間 ３０時間

演習 １５時間又は３０時間 ３０時間又は１５時間

実験，実習 ３０時間又は４５時間 １５時間又は ０時間

課題研究 必要な学修等を考慮して，単位数を定める。

履修登録
岡山大学学則，理学部規程及び単位修得要領等に従って，各自履修計画を立て，各年度

ごとの授業時間割表・シラバス等により，履修を希望するすべての授業科目を各学期の始
めに履修登録します。（理学部学生を対象としていない他学部開講科目の履修については，
授業担当教員の許可を受けること。）履修登録は指定された期間中に学生が大学内のパソ
コンを操作してコンピュータ登録します。（履修登録のない科目の単位修得は認められま
せん。）

また，履修登録の手続期間以外は，原則として履修科目の変更（追加登録・取り消し）
は認められません。集中講義の履修登録については掲示等によりその都度指示します。

試験（理学部専門教育科目）
１ 試験時期

各授業担当教員の指示によって行われます。
２ 受験心得

受験にあたっては，別に示される受験心得や各授業担当教員の指示に従って受験
すること。

３ 受験延期
病気その他やむを得ない理由により試験の受験延期を希望する場合は，「受験延期

願（所定用紙）」に，医師の診断書等その理由を証明する書類等を添付して，試験日
前日までに（やむを得ない場合は可能となった後直ちに）理学部事務室教務学生担当
へ提出してください。

受験延期願を提出した者は，各授業担当教員の判断により追試験を受けられること
があります。

（教養教育科目は履修の手引を参照のこと。）

単位修得
単位の修得は，授業の２／３以上出席したものにつき，試験，報告書及び平素の成績を

考慮して各授業担当教員が判定します。

成績評価
標 語 ＧＰ 評 点 基 準 等

Ａ＋ ４ ９０点～１００点 合格（単位を授与する。）
Ａ ３ ８０点～ ８９点
Ｂ ２ ７０点～ ７９点
Ｃ １ ６０点～ ６９点
Ｆ ０ ０点～ ５９点 不合格（単位を授与しない。）

なお，授業科目によっては，「修了」または「認定」の標語をもって合格の評価とする
ことがあります。

成績通知
履修登録科目の成績は，前期末及び後期末に通知（各自がコンピュータで確認）します。
なお，後期末の成績通知については，４年次生は３月上旬頃に，１～３年次生について

は，３月中旬頃に通知します。



他大学等の授業科目の履修について
他大学等の授業科目の履修が理学部で認められた場合は，履修して修得した単位が本学

における授業科目の履修により修得したものとみなすことができます。
他大学の履修科目（例えば，臨海実習など）の履修を希望する者は，所定の手続により

履修を申し出ること。
（「岡山大学理学部における他の大学又は短期大学の専門教育科目履修に関する内規」

を参照）

その他
学生に関係あることは，事務室教務学生担当又は，各学科の掲示板で連絡するので

見落とさないよう注意すること。

《受 験 心 得》

受験にあたっては，次の各事項に留意してください。
① 受験する学生は特別の指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに

所定の教室に入室を完了すること。

② 監督者が指定した座席において受験すること。

③ 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。
ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示

に従うこと。

④ 受験中，机上に置くことができるものは，学生証，筆記用具及びその他
特に許可されたものに限る。それ以外の携行品はカバン等に入れて，座席
の下に置くこと。

⑤ 解答用紙には，所属学部等名，入学年，番号及び氏名等の必要事項を
必ず万年筆又はボールペンで記入すること。

⑥ 試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。

⑦ 試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。

⑧ 解答用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に
直接手渡すこと。自己の机上に置いて退室すると無効になる。

⑨ 受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正
行為は厳に慎むこと。

なお，監督者の指示に従わない者，及び不正行為があると認められた者に
対しては，学則第５８条（大学院学則第４９条）により厳重な懲戒処分を
行う。



気象警報が出された場合等の授業の取扱い

① 台風等により，岡山地域又はこれを含む岡山県南部地域あるいは岡山県全域に，岡山

地方気象台から次の気象警報が発表された場合は，授業（定期試験を含む）を以下の

とおり取り扱います。

※ 岡山地域とは，岡山地方気象台の注意報・警報の発表区分である岡山地域（岡山市・

瀬戸内市・玉野市・加賀郡（吉備中央町）・御津郡（建部町））を指します。

(1) 対象となる気象警報の種類

「暴風警報」，「暴風雪警報」及び「大雪警報」

(2) 授業の取り扱い

午前６時から午前８時４０分までに警報が出ている場合，全ての授業が休講となり

ます。

警報が午前８時４０分までに解除されても，全ての授業が休講となります。

授業開始後に警報が出された場合は，次の時限以降の授業が休講となります。

上記休講措置の対象とならない警報や，局地的な災害発生で交通機関が運休するなど

により登校が困難な場合は，受講できなかった授業を公欠扱いとしますので，後日

「気象警報・災害発生による公欠届」を教務学生係に提出してください。その際，定期

試験であった場合には，併せて各授業担当教員へ追試験を申し出てください。

② 地震等の緊急事態が発生した場合は，状況を調査の上，授業等の実施に支障がある

場合は，追って，授業の取り扱いを周知します。

授業時間中に発生した場合は，教職員の指示に従ってください。

③ 休講となった授業の補講及び公欠扱いとした学生に係る授業の取扱い

１） 定期試験が休講の場合：別の期日に試験を行います。

２） 定期試験を公欠した場合：別の期日に追試験を行います。

３） 通常授業が休講の場合：後日補講を行います。

４） 通常授業を公欠した場合：補講はせず，授業担当教員の指示により教室外学習を

行います。

追って，追試験・補講通知があります。また，公欠により不足となった学習時間に

ついては，授業担当教員より，レポートなどの授業時間外（教室外）学習等の指示

があります。

④ 確認・周知方法等

気象警報の確認は，各自が気象台の天気予報，マスメディア等により行ってください。

休講措置の周知は，掲示板，本学のホームページ，マスメディアを通じてお知らせ

します。

なお，授業開始後に警報が出された場合には，掲示並びに授業担当教員を通じて

お知らせします。

また，直ちに下校することが危険な場合には，講義室等で待機してください。



○ 単位修得要領

Ⅰ 卒業要件単位

学科 全 学 科
科目区分

教 養 教 育 科 目 ３６

専門基礎科目 １２
専門教育科目

専 門 科 目 ８０

卒 業 要 件 単 位 １２８

Ⅱ 教養教育科目（下記の数字は，卒業要件単位数を示す。）

全 学 科
科 目 区 分 授 業 科 目

必 修 選択必修

ガイダンス科目 自然科学入門 ２

現代の課題 「現代の課題」グループ科目 ２

主 人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ２
題
科 健やかに生 「健やかに生きる」 ２
目 きる グループ科目

自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ２

人文・社会 人文・社会科学系科目
科学

個
自然科学 自然科学系科目

別
生命・保健 健康・スポーツ科学

科 科学
（注１） スポーツ実習（Ａ，Ｂ，Ｃ，

目 Ｄ，Ｅ，Ｆ）

情報科学 情報処理入門（情報機器の
操作を含む）

英語（理学部） ２

外 英語（ネイティブ） ２

英語（オラコン） １４（注４）
英語（作文・文法） ４（注２）

英語 英語（読解）
国 英語（検定）

上級英語

英語特別演習１
語

英語特別演習２

ドイツ語

科 フランス語

中国語 ４

韓国語
目

ロシア語

スペイン語

（注３） イタリア語

日本語
（留学生用）

２２ １４
卒 業 要 件 単 位

３６

（注１） スポーツ実習は２単位まで卒業要件単位に含めることができる。

（注２） 各学科が指定する英語から修得する。

（注３） 外部検定試験等の結果により単位を認定することができる。

（注４） 上級英語及び英語特別演習以外の英語は含まない。



外部検定試験等による単位認定について

次の基準により単位を認定します。
単位を満たした学生で，単位認定希望者は理学部事務室教務学生担当へ申し出てください。

別表第１の１（平成２０年度以降入学者適用）

科 目
認 定 の 対 象 と す る

合 格 基 準 認 定 す る 授 業 科 目 ・ 単 位 数外 部 検 定 試 験 等

英 語 【英語関係Ⅰ】
Test of English for International Communication ４７０～５８５点 別表第１附表－１の③から⑥の中より選択

（ＴＯＥＩＣ，ＩＰを含む） （ＯＴ３） ２単位

５９０～７２５点 別表第１附表－１の③から⑥の中より選択
（ＯＴ２） ４単位

実用英語技能検定 準１級
（英検）

国際連合公用語・英語検定試験 Ｂ級
（国連英検）

Test of English as a Foreign Language ５００点以上 別表第１附表－２の①から⑥の中より
（ＴＯＥＦＬ・ＰＢＴ，ＩＴＰを含む） 選択

Test of English as a Foreign Language １７３点以上 ４単位
（ＴＯＥＦＬ・ＣＢＴ）

Test of English as a Foreign Language ６１点以上
（ＴＯＥＦＬ・ｉＢＴ）

【英語関係Ⅱ】
Test of English for International Communication ７３０点以上 英語（ネイティブ） ２単位

（ＴＯＥＩＣ，ＩＰを含む） （ＯＴ１） 及び
別表第１附表－１の③から⑥の中より選択

４単位

実用英語技能検定 １級
（英検）

国際連合公用語・英語検定試験 Ａ級
（国連英検）

Test of English as a Foreign Language ５５０点以上 別表第１附表－２の①から⑥の中より
（ＴＯＥＦＬ・ＰＢＴ，ＩＴＰを含む） 選択

Test of English as a Foreign Language ２１３点以上 ８単位
（ＴＯＥＦＬ・ＣＢＴ）

Test of English as a Foreign Language ７９点以上
（ＴＯＥＦＬ・ｉＢＴ）

ド イ ツ 語 ドイツ語技能検定試験 ５級 ドイツ語初級Ⅰ（文法）又は
（独検） ドイツ語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 ドイツ語初級Ⅰ（文法）
ドイツ語初級Ⅰ（読本）
ドイツ語初級Ⅱ（文法） ４単位
ドイツ語初級Ⅱ（読本）
ドイツ語初級Ⅰ（総合）

３級以上 ドイツ語初級Ⅰ（文法）
ドイツ語初級Ⅰ（読本）
ドイツ語初級Ⅱ（文法）
ドイツ語初級Ⅱ（読本） ８単位
ドイツ語初級Ⅰ（総合）
ドイツ語初級Ⅱ（総合）
ドイツ語中級

フランス語 実用フランス語技能検定試験 ５級 フランス語初級Ⅰ（文法）又は
（仏検） フランス語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 フランス語初級Ⅰ（文法）
フランス語初級Ⅰ（読本）
フランス語初級Ⅱ（文法） ４単位
フランス語初級Ⅱ（読本）
フランス語初級Ⅰ（総合）

３級以上 フランス語初級Ⅰ（文法）
フランス語初級Ⅰ（読本）
フランス語初級Ⅱ（文法）
フランス語初級Ⅱ（読本） ８単位
フランス語初級Ⅰ（総合）
フランス語初級Ⅱ（総合）
フランス語中級



別表第１の２（平成２０年度以降入学者適用）

科 目
認 定 の 対 象 と す る

合 格 基 準 認 定 す る 授 業 科 目 ・ 単 位 数
外 部 検 定 試 験 等

中 国 語 漢語水平考試 基礎１級 中国語初級Ⅰ（文法） 又は
（ＨＳＫ） 中国語初級Ⅰ（読本） ２単位

基礎２級 中国語初級Ⅰ（文法）
中国語初級Ⅰ（読本）
中国語初級Ⅱ（文法） ４単位
中国語初級Ⅱ（読本）

基 礎 ３ 級 及 び 中国語初級Ⅰ（文法）
初中等１級以上 中国語初級Ⅰ（読本）

中国語初級Ⅱ（文法） ８単位
中国語初級Ⅱ（読本）
中国語中級

韓 国 語 韓国語能力試験 １級 韓国語初級Ⅰ（文法）
韓国語初級Ⅰ（読本）
韓国語初級Ⅱ（文法） ４単位
韓国語初級Ⅱ（読本）
韓国語初級Ⅰ（総合）

２級以上 韓国語初級Ⅰ（文法）
韓国語初級Ⅰ（読本）
韓国語初級Ⅱ（文法）
韓国語初級Ⅱ（読本） ８単位
韓国語初級Ⅰ（総合）
韓国語初級Ⅱ（総合）
韓国語中級

スペイン語 スペイン語技能検定 ６級 スペイン語初級Ⅰ（文法）又は
スペイン語初級Ⅰ（読本） ２単位

５級 スペイン語初級Ⅰ（文法）
スペイン語初級Ⅰ（読本）
スペイン語初級Ⅱ（文法） ４単位
スペイン語初級Ⅱ（読本）

４級以上 スペイン語初級Ⅰ（文法）
スペイン語初級Ⅰ（読本）
スペイン語初級Ⅱ（文法） ８単位
スペイン語初級Ⅱ（読本）
スペイン語中級

イタリア語 実用イタリア語検定 ５級 イタリア語初級Ⅰ（文法）又は
イタリア語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 イタリア語初級Ⅰ（文法）
イタリア語初級Ⅰ（読本）
イタリア語初級Ⅱ（文法）

４単位

イタリア語初級Ⅱ（読本）

３級以上 イタリア語初級Ⅰ（文法）
イタリア語初級Ⅰ（読本）
イタリア語初級Ⅱ（文法） ８単位
イタリア語初級Ⅱ（読本）
イタリア語中級

備考 １ 成績の取り扱いは「認定」とする。

２ 外部検定試験等による単位認定は，一外国語につき８単位を限度とする。

３ 英語に関しては，【英語関係Ⅰ】と【英語関係Ⅱ】は重複して単位認定の対象とする。

４ 外部検定試験等による単位認定は，同一科目名の繰り返し履修が可能な授業科目を除いて，一つの授業科目

について１回限りとする。



別表第１附表－１（平成２０年度以降入学者適用）

項 番 授 業 科 目 名 備 考

① 理学部以外学部対象 理学部以外学部対象
記載省略 記載省略

② 英語（ネイティブ） 理学部以外学部対象
記載省略

③ 英語（オラコン）
ＯＴ１

④ 英語（作文・文法）
ＯＴ２

⑤ 英語（読解）
ＯＴ３

⑥ 英語（検定）

別表第１附表－２（平成２０年度以降入学者適用）

項 番 授 業 科 目 名

① 英語（理学部）

② 英語（ネイティブ）

③ 英語（オラコン）

④ 英語（作文・文法）

⑤ 英語（読解）

⑥ 英語（検定）



Ⅲ 専門教育科目

１ 教育コース

（１年次） （２年次） （３年次） （４年次）

代数・計算数理科学分野

数 理 科 学 コ ー ス 空 間 数 理 科 学 分 野

数 学 科

物 理 科 学 コ ー ス 解析・汎用数理科学分野

基 広域科学コースⅠ

物 性 科 学 コ ー ス 基 礎 物 理 学 分 野

物 理 学 科 量 子 科 学 コ ー ス 物 性 物 理 学 分 野

礎 分 子 科 学 コ ー ス 量 子 物 理 学 分 野

反 応 科 学 コ ー ス 分 子 化 学 分 野

化 学 科 広域科学コースⅡ

物 質 科 学 コ ー ス 反 応 化 学 分 野

科

生体分子機能科学コース 物 質 化 学 分 野

生 物 学 科 生体システム科学コース 生体分子機能科学分野

目 地球システム科学コース 生 体 制 御 科 学 分 野

広域科学コースⅢ

地球ダイナミクスコース 地 球 惑 星 科 学 分 野

地球科学科

地球物質循環学分野

複 合 領域 科 学 コー ス

複合領域科学コースについて

内容・特色：幅広い分野の科目を選択履修することにより，複合的・学際的な学問分野に対応，進出で

きる学生を育成することを目的とし，各学科の開講する専門科目を２学科以上にわたって

修得し（ただし，そのうち２学科については，それぞれ専門科目 12 単位以上を修得する），

志望する教育・研究分野の担当教員のもとで課題研究を行い卒業します。

許可条件等については，後述します。



２ 専門基礎科目

各学科の履修すべき授業科目・単位は下表のとおりです。

授業科目 単位数 数 学 科 物 理 学 科 化 学 科 生 物 学 科 地球科学科

微分積分学Ⅰ ２ ２ ○

微分積分学Ⅱ ２ ２ ○

線形代数学Ⅰ ２ ２ ○

線形代数学Ⅱ ２ ２ ○

数学演義Ⅰ ２ ○

数学演義Ⅱ ２ ○

基礎微分積分学Ⅰ ２ ○ ○ ○

基礎微分積分学Ⅱ ２ ○ ○ ○

現代数学要論Ⅰ ２ ○ ○ ○ ○

現代数学要論Ⅱ ２ ○ ○ ○ ○

基礎物理学Ⅰ ２ ○ ○ ○ ○

基礎物理学Ⅱ ２ ○ ○ ○ ○

一般化学 ２ ○ ○ ○ ○

基礎有機化学 ２ ○ ○ ○ ○

基礎生物学Ⅰ ２ ○ ○ ○ ○

基礎生物学Ⅱ ２ ○ ○ ○ ○

基礎地球科学Ａ ２ ○ ○ ○ ○

基礎地球科学Ｂ ２ ○ ○ ○ ○

基礎物理学実験 １ ○ ○ ○

基礎化学実験 １ ○ ○ ○

基礎生物学実験 １ ○ ○ ○

基礎地球科学実験 １ ○ ○ ○

卒業要件単位 12 12 12 12 12

※１ 数学科は，「微分積分学」及び「線形代数学」は必修です。

２ ○の科目は，選択して履修する科目です。

３ 専 門 科 目

専門科目の履修すべき科目・単位は，以下の表のとおりです。

授業科目を履修するにあたっては各年次に配当された科目を逐次履修することが望ましい。



数 学 科

単 位
備 考

学 年 授 業 科 目 選 択
必 修 選 択

必 修
１ 数学演義Ⅲ ２

微分積分学Ⅲ ２
代数学基礎Ａ ２
代数学基礎Ｂ ２
幾何学基礎Ａ ２

幾何学基礎Ｂ ２
解析学基礎Ａ ２
解析学基礎Ｂ ２

２ 情報処理論 ２
離散数学Ⅰ ２
情報数学Ⅰ ２

微分積分学Ⅲ演習 ２
代数学基礎Ａ演習 ２
代数学基礎Ｂ演習 ２

幾何学基礎Ａ演習 ２
幾何学基礎Ｂ演習 ２
解析学基礎演習 ２

代数学 ２
代数学演習 ３
幾何学Ⅰ ２ 講義・演習

幾何学Ⅱ ２ 18 以上
幾何学演習 ３
解析学Ⅰ ２

解析学Ⅱ ２
３ 解析学演習 ３

離散数学Ⅱ ２

情報数学Ⅱ ２
情報数学Ⅲ ２
確率・統計 ２

情報化社会論 ２
情報数学インターンシップ ２
数理科学演習 ３

代数学特論Ⅰ ２
代数学特論Ⅱ（情報） ２
幾何学特論Ⅰ ２ 4 以上

４ 幾何学特論Ⅱ ２

解析学特論Ⅰ ２
解析学特論Ⅱ（情報） ２
数学情報課題研究 10
関連（他学科開講）科目 選択
その他（他学部開講）の科目 14 以下 選択

計 29 22 以上
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講義と演習は原則として分離して履修することはできません。ただし，特別な事情の

ある場合はこの限りではありません。



物 理 学 科

単 位
備 考

学 年 授 業 科 目 選 択
必 修 選 択

必 修 選択必修は各コース共通
量子論入門 ２

１ 物理数学１ ２
情報物理学実験Ⅰ ３
力学１ ２

１ 力学２ ２
電磁気学Ⅰ ２
電磁気学Ⅱ ２

２ 量子力学Ⅰ ２ 14 単位選択必修
量子力学Ⅱ ２
熱力学 ２

３ 統計力学Ⅰ ２
統計力学Ⅱ ２
力学演習１ １

１ 力学演習２ １
電磁気学演習１ １

２ 電磁気学演習２ １ 6 単位選択必修
量子力学演習１ １
量子力学演習２ １

３ 統計力学演習１ １
統計力学演習２ １
相対論入門 ２
力学３ ２
電磁気学Ⅲ ２

２ 物理数学２ ２
情報物理数学 ２
振動波動 ２
情報化と職業倫理 ２
情報物理学実験Ⅱ ３
量子力学Ⅲ ２
相対論的量子力学 ２
コンピュータ物理学１ ２

３ コンピュータ物理学２ ２
情報システム科学 ２
シミュレーション物理学 ２
物理学実験 ３
固体物理学１ ２
固体物理学２ ２
固体物理学３ ２

3, 4 原子核物理学 ２
相対性理論 ２
素粒子物理学 ２
情報化社会論 ２

3, 4 情報物理学特別課題研究 ５ ５単位選択必修
４ 情報物理学課題研究 10

関連（他学科開講）科目 選択
その他（他学部開講）の科目 17 以下

計 ９ 25 以上
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化 学 科

単 位

学 年 授 業 科 目 選 択 備 考
必 修 選 択

必 修
化学英語 ２ 選択必修は指定さ
有機化学Ⅰ ２ れた科目の内から

１ 有機化学Ⅱ ２ 指定単位数以上を
基礎化学実験 １ 修得する。
化学数学Ⅰ ２
化学数学Ⅱ ２
物理化学Ⅰ ２
物理化学Ⅱ ２
量子化学Ⅰ ２
量子化学Ⅱ ２
有機化学Ⅲ ２
有機化学Ⅳ ２
有機機器分析 ２

２ 有機反応機構 ２
無機化学Ⅰ ２
無機化学Ⅱ ２
錯体化学Ⅰ ２
分析化学Ⅰ ２
分析化学Ⅱ ２
分析化学Ⅲ ２
物理化学Ⅲ ２
物理化学Ⅳ ２
量子化学Ⅲ ２
量子化学Ⅳ ２
有機化学Ⅴ ２
有機化学Ⅵ ２
有機合成化学 ２

３ 無機化学Ⅲ ２
無機化学Ⅳ ２
錯体化学Ⅱ ２
固体化学 ２
界面化学 ２
化学実験Ⅰ ６
化学実験Ⅱ ６
化学ゼミナールＡ ２

４ 化学ゼミナールＢ ２
課題研究 ８
関連（他学科開講）科目 選択
その他（他学部開講）の科目 10 以下 選択

計 39 12 以上
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生 物 学 科

単 位
備 考

学 年 授 業 科 目 選 択
必 修 選 択

必 修

基礎生物学演習Ⅰ １
基礎生物学演習Ⅱ １
現代生物学Ⅰ １

１ 現代生物学Ⅱ １
分子生物学Ⅰ ２
植物生理学 ２
保全生態学演習 ２
細胞生物学Ⅰ ２
細胞生物学Ⅱ ２
生化学Ⅰ ２
生化学Ⅱ ２
遺伝学Ⅰ ２
発生生物学Ⅰ ２

２ 植物発生生理学 ２
行動生物学 ２
系統分類学 ２
免疫生物学 ２
生体制御学Ⅰ ２
神経行動学 ２
分子遺伝学Ⅰ ２
分子遺伝学Ⅱ ２
遺伝学Ⅱ ２ 生物学科
発生生物学Ⅱ ２ 選択必修及び選択科目
発生分子機構学 ２ の中から４０単位以上
動物生理学 ２ 選択して履修
分子生物学Ⅱ ２ 各コース共通
生体制御学Ⅱ ２
生体制御学Ⅲ ２
進化生物学 ２

３ 細胞生物学Ⅲ ２
生物物理学Ⅰ ２
生物物理学Ⅱ ２
神経生物学Ⅰ ２
神経生物学Ⅱ ２
生化学Ⅲ ２
放射線生物学 ２
生物英語演習 １
生物学ゼミナールＡ １

４ 生物学ゼミナールＢ ２
生物学実験Ａ ２

２ 生物学実験Ｂ ２
臨海実習Ⅰ ２
生物学実験Ｃ ３

３ 生物学実験Ｄ ３
臨海実習Ⅱ ２
臨海実習Ⅲ ２

４ 課題研究 10
関連（他学科開講）科目 選択
その他（他学部開講）の科目 選択

計 17 63
卒 業 要 件 単 位 80

単位互換「臨海実習」及び「公開臨海実習」は，選択科目として扱います。



地 球 科 学 科

単 位
備 考

学 年 授 業 科 目 選 択
必 修 選 択

必 修 選択必修は各コース共通
地球科学ゼミナールⅠ ２
現代地球科学Ⅰ ２

１ 現代地球科学Ⅱ ２
地球情報処理論 ２
地球科学巡検Ⅰ １ 延５日間
地球科学ゼミナールⅡ ２
地球科学ゼミナールⅢ ２ 2, 3 年次の実験・実習科目

２ 鉱物結晶学実験 １ （地質調査法実習を除く）
地質図学実験 １ 7 単位のうち，5 単位以上
顕微鏡岩石学実験Ⅰ １ 選択必修
顕微鏡岩石学実験Ⅱ １
鉱物結晶学 ２
基礎岩石学 ２
地球発達史 ２
固体地球物理学 ２

２ 宇宙と地球の化学 ２
地球化学熱力学 ２
大気物質循環論 ２
地球惑星内部物理学 ２
生物地球化学 ２
地球惑星システム科学 ２
変成論 ２
地球物質反応論 ２
地球内部物性論 ２ 36 単位以上選択必修
地震波動論 ２
大気物理学 ２
地球統計学 ２
地球流体力学 ２
火成論 ２

３ 地球変動論 ２
地形学 ２
地球惑星物理化学 ２
無機地球化学 ２
海底地質学 ２
沿岸の地球科学 ２
微量元素・同位体の地球化学 ２
地質調査法実習 ４ 野外調査は 15 日以上
地球科学巡検Ⅱ １ 延５日間
地球科学ゼミナールⅣ ２
地球物理学演習 １

３ 地球物理学実験 １
地球化学実験 １
測量地理情報学実習 １

４ 地球科学輪講 ４
課題研究 ６
関連（他学科開講）科目 選択
その他（他学部開講）の科目 選択

計 25 41 以上
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各 学 科 共 通

年 次 授 業 科 目 必 修 選択必修 選 択 備 考

２～３ 就業体験実習 ２ 数学科は『情報数学インターンシップ』

（インターンシップ） となる。

３～４ 博物館実習 ２ 学芸員資格取得者用



① 「課題研究」の履修条件

数 学 科 (1) １年次，２年次の専門教育科目の必修科目２４単位と学科開講の２年次専門

科目８単位以上，合わせて３２単位以上を修得していること。

ただし，物理学科２年次開講の教育職員免許状「情報」取得のための授業

科目を含めることができます。

(2) 卒業要件単位を１００単位以上修得していること。

物 理 学 科 (1) 「情報物理学実験Ⅰ」，「情報物理学実験Ⅱ」，「物理学実験」を修得して

いること。

(2) 卒業要件単位を１０２単位以上修得していること。

ただし，第３年次編入学学生については，上記(1) のうち「情報物理学

実験Ⅰ」，「情報物理学実験Ⅱ」を修得したものとみなします。

化 学 科 (1) ３年次までの専門科目（必修）２７単位を修得していること。

〔第３年次編入学学生は，３年次までの専門科目（必修）２３単位以上を

修得していること。（ただし，実験はすべて修得していること。）〕

(2) 専門科目（選択必修，選択，他学科開講科目（いずれも集中講義を除く。））

３２単位以上修得していること。

（なお，教育学部教職科目を１０単位まで含めることができます。）

(3) 卒業要件単位を１００単位以上修得していること。

〔第３年次編入学学生は，卒業要件単位を９４単位以上修得していること。〕

生 物 学 科 (1) ３年次までの教養教育科目及び専門教育科目の必修科目をすべて修得して

いること。

(2) 卒業要件単位を１０２単位（うち外国語８単位）以上修得していること。

地球科学科 卒業要件単位を１００単位以上修得した者，ただしその中に２年次までの

全ての専門必修科目，３年次までの選択必修科目２６単位以上，実験実習

科目（地球科学巡検Ⅰ，Ⅱおよび地質調査法実習を除く）５単位以上，およ

び外国語科目１０単位以上を含まなければならない。

② 転学科を伴わない他学科の「課題研究」履修条件

内容・特色：入学後新しい学問分野に目覚め，自分の興味が深まるに従って，その分野の

授業科目を学科の枠にとらわれず自分のメニューで選んで履修し，将来その

分野で積極的に研究をする希望が強くなったときは，４年次で他学科の教育・

研究分野において志望する担当教員のもとで「課題研究」を行うことができ，

更にその分野の大学院に進学することも可能となります。

定 員：各学科とも学生定員の１０％以内

３年次終了時に，各学科で希望者の中から選抜し，履修を認めます。



他学科の「課題研究」履修許可条件：

(1) 所属学科の「課題研究」を履修する資格を得たもので，かつ

(2) 他学科の「課題研究」を担当する教員（臨海，界面を含む）の同意を得た

ものに限り履修できます。ただし，各教員が受入れる本ケースの「課題

研究」履修学生は１名を越えない。

注意事項：実験・実習等，授業科目によっては，他学科学生は限られた少人数のみ履修が

可能な場合もあるので，志望する科目履修（課題研究を含む）に関し，担当教員

に受入れ基準等をできるだけ早い段階で尋ねておくこと。

③ 複合領域科学コース（定員，許可条件，卒業要件，注意事項）

１ 定 員
各学科学生定員の２０％程度以内

２ 許可条件
① ２年次終了時の登録許可条件

所定の用紙により事務室教務学生担当へ願い出て，教務・学生支援委員会で選抜され，
登録を許可された者

② ３年次終了時の「課題研究」の履修許可条件
（１） ３年次終了時に次の必要修得単位を満たしている者

科目 所属学科 数学科 物理学科 化学科 生物学科 地球科学科

卒業要件単位 １００単位以上

（２） 課題研究を担当する正指導教員（フロンティア科学教育研究推進室または関連
学科，臨海，界面所属教員を含む。）の同意を得た者

ただし，各正指導教員が受け入れる本コースの課題研究履修学生は２名を越え
ない。

３ 卒業要件

科目 所属学科 数学科 物理学科 化学科 生物学科 地球科学科

教養教育科目計 ３６単位

専 専門基礎科目計 １２単位

門 ２学科以 所属学科専門科目（課題研究と集中講義を除く。）
専 上にわた １２単位以上

教 って修得 専門科目
門 すること 他学科専門科目（課題研究と集中講義を除く。）

育 １２単位以上
科

科 課題研究 志望する教育・研究分野の正指導教員のもとで履修し，
目 正指導教員が担当する学科の課題研究の単位数となる。

目
専門科目計 理学部開講科目６６単位以上を含む８０単位

卒業要件単位計 １２８単位

４ 注意事項
① ２年次後期までは，入学学科のカリキュラムに従って履修するが，複合領域科学

コース希望者は，１，２年次においても可能な限り，同コースを視野に入れて科目を
選択・履修することが望ましい。

② 実験・演習等，授業科目によっては，他学科学生は限られた少人数のみ履修が可能な
場合もあるので，志望する科目履修（課題研究を含む）に関し，担当教員に受入れ基準
等をできるだけ早い段階で尋ねておくこと。

③ ４年次で，所属学科のコースへ戻ることは可能とする。



　［専門基礎科目］

学 履修 免許法上

年 前期 後期 通年 区分 の分類

050100 微分積分学Ⅰ 鈴木（武） 2 必修 数 解析学

050101 微分積分学Ⅱ 田村 2 〃 〃 〃

050102 微分積分学Ⅰ 鈴木（武） 2 選択 物 〃

050103 微分積分学Ⅱ 松崎 2 〃 〃 〃

050104 基礎微分積分学Ⅰ 勝田 2 〃 化・生・地 －

050105 基礎微分積分学Ⅱ 吉野 2 〃 〃 －

050106 線形代数学Ⅰ 吉野 2 必修・選択 数（必修）・物（選択） 代数学

050107 線形代数学Ⅱ 石川 2 〃 〃 幾何学

050112 現代数学要論Ⅰ 山田 2 選択 物・化・生・地
平成17年度以前入学
は代数学と幾何学Ⅰ
に読替物卒業要件外

－

050113 現代数学要論Ⅱ 山田 2 〃 〃
平成17年度以前入学
は代数学と幾何学Ⅱ
に読替物卒業要件外

－

050110 数学演義Ⅰ 石川 2 〃 数 解析学

050111 数学演義Ⅱ 石川 2 〃 〃 〃

050200 基礎物理学Ⅰ 村岡 2 〃 数・化・生・地 物理学

1 050201 基礎物理学Ⅱ 神戸 2 〃 〃 〃

050202 基礎物理学実験 松島 1 〃 化・生・地 物理学実験

050307 一般化学 鈴木（孝） 2 〃 数・物・生・地
平成２０年度以前入

学
は一般化学Ⅰに読替

化学

050308 一般化学 大久保 2 〃 〃
平成２０年度以前入

学
は一般化学Ⅰに読替

〃

050309 基礎有機化学 川本 2 〃 〃
平成２０年度以前入

学
は一般化学Ⅱに読替

〃

050310 基礎有機化学 高村 2 〃 〃
平成２０年度以前入

学
は一般化学Ⅱに読替

〃

050304 基礎化学実験 石田・末石・後藤 1 〃 物・生・地 化学実験

050306 基礎化学実験 鈴木（孝）・田口 1 〃 〃 〃

050400 基礎生物学Ⅰ 沓掛 2 〃 数・物・化・地 生物学

050401 基礎生物学Ⅱ 高橋(純) 2 〃 〃 〃

050402 基礎生物学実験 多賀 1 〃 物・化・地 夏季休業中集中 生物学実験

050500 基礎地球科学Ａ 山川 2 〃 数・物・化・生 地学

050501 基礎地球科学Ｂ 隈元 2 〃 〃 〃

050503 基礎地球科学実験 浦川　他 1 〃 物・化・生 地学実験

１５．平成２１年度開講理学部専門教育科目

教員授業科目講義番号 対象学生 備考
期別･単位



　数学科［専門科目］

学 講義番号  授業科目  教員  　期別･単位 履修  備考 免許法上
年 　 前期 後期 通年 区分 の分類

1 05 1108 数学演義Ⅲ 石川 2 　 必修
平成１７年度以前入学者は
現代数学入門　に読替 代数学

05 1232 微分積分学Ⅲ 廣川 2 必修
平成１９年度以前入学者は
解析学基礎Ⅰ　に読替 解析学

05 1233 代数学基礎Ａ 山田 2 〃
平成１９年度以前入学者は
代数学基礎Ⅰ　に読替 代数学

05 1234 代数学基礎Ｂ 吉野 2 〃
平成１９年度以前入学者は
代数学基礎Ⅱ　に読替 〃

05 1235 幾何学基礎Ａ 鳥居 2 〃
平成１９年度以前入学者は
位相数学Ⅰ　に読替 幾何学

05 1236 幾何学基礎Ｂ 勝田 2 〃
平成１９年度以前入学者は
幾何学Ⅰ　に読替 〃

05 1237 解析学基礎Ａ 清原 2 〃
平成１９年度以前入学者は
解析学基礎Ⅱ　に読替 解析学

05 1238 解析学基礎Ｂ 山田 2 〃
平成１９年度以前入学者は　平成２２年
度から　複素関数論　に読替 〃

05 1239 離散数学Ⅰ 勝田 2 選択
平成１９年度以前入学者は
グラフ理論と幾何学　に読替 情報

2 05 1240 情報数学Ⅰ 島川 2 〃
平成１９年度以前入学者は
ネットワークトセキュリティ　に読替 〃

05 1241 微分積分学Ⅲ演習 田村 2 選択必修
平成１９年度以前入学者は
解析学基礎Ⅰ演習　に読替 解析学

05 1242 代数学基礎Ａ演習 田中（克） 2 〃
平成１９年度以前入学者は
代数学基礎Ⅰ演習　に読替 代数学

05 1243 代数学基礎Ｂ演習 鈴木（武） 2 〃
平成１９年度以前入学者は
代数学基礎Ⅱ演習　に読替 〃

05 1244 幾何学基礎Ａ演習 鳥居 2 〃
平成１９年度以前入学者は
位相数学Ⅰ演習　に読替 幾何学

05 1245 幾何学基礎Ｂ演習 勝田 2 〃
平成１９年度以前入学者は
幾何学Ⅰ演習　に読替 〃

05 1246 解析学基礎演習 大下 2 〃
平成１９年度以前入学者は
解析学基礎Ⅱ演習　に読替 解析学

05 1217 情報処理論 古川 2 選択 数の学生 ｺﾝピｭｰﾀ

05 1218 情報処理論 片岡 2 〃 化,地の学生 情報機器の操作

05 1219 情報処理論 片岡 2 〃 物,生の学生 〃

05 1326 ルベーグ積分 河備 2 選択必修 解析学

05 1327 ルベーグ積分演習 河備 2 〃  〃

05 1328 関数解析入門 大下 2 〃  〃

05 1329 関数解析入門演習 大下 2 〃  〃

05 1330 代数学 中村 2 〃 代数学

05 1331 代数学演習 中村 2 〃  〃

05 1341 計算機概論 廣川 2 〃 情報

3 05 1342 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習 廣川 2 〃  〃

05 1334 幾何学Ⅱ 清原 2 〃 幾何学

05 1335 幾何学Ⅱ演習 清原 2 〃  〃

05 1336 位相数学Ⅱ 島川 2 〃  〃

05 1337 位相数学Ⅱ演習 島川 2 〃  〃

05 1338 複素関数論 松崎 2 選択  解析学

05 1216 確率･統計 高橋（泰） 2 〃 「確率論，統計学」

05 1343 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱと情報処理 島川 2 〃 情報

05 1340 総合演習 各教員 3 必修 －

05 1424 解析学特論Ⅰ 廣川 2 選択必修
平成１３～１７年度入学者は
実解析学　に読替 解析学

05 1425 解析学特論Ⅱ（情報） 田村 2 〃
平成１３～１７年度入学者は
関数解析・数値解析　に読替 情報

05 1426 代数学特論Ⅰ 吉野 2 〃
平成１３～１７年度入学者は
多元環論　に読替 代数学

4 05 1427 代数学特論Ⅱ（情報） 鈴木（武） 2 〃
平成１３～１７年度入学者は
整数論とその符号理論への応用　に読替 情報

05 1428 幾何学特論Ⅰ 鳥居 2 〃
平成１３～１７年度入学者は
微分幾何学　に読替 幾何学

05 1429 幾何学特論Ⅱ 清原 2 〃
平成１３～１７年度入学者は
位相幾何学　に読替 〃

05 1422 情報化社会論 河備 2 選択 情報

05 1423 数学情報課題研究 各教員 10 必修 〃

集中講義 情報数学ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 2 選択 ２，３年 情報



　物理学科［専門科目］

学 講義番号  授業科目  教員   期別･単位 履修  備考 免許法上
年 　 前期 後期 通年 区分 の分類

05 2105 力学１ 大嶋 2 選択必修 物理学

05 2106 力学２ 大嶋 2 〃  〃

05 2107 電磁気学Ⅰ 野上 2 〃  〃

05 2119 力学演習１ 福見 1 〃  〃

1 05 2120 力学演習２ 村岡 1 〃  〃

05 2121 電磁気学演習１ 川崎 1 〃  〃

05 2115 量子論入門 川崎　他 2 選択 〃

05 2116 物理数学１ 横谷 2 〃 〃

05 2118 情報物理学実験Ⅰ 池田・神戸・平井 3 必修 情報

05 2108 電磁気学Ⅱ 野上 2 選択必修 物理学

05 2122 電磁気学演習２ 川崎 1 〃  〃

05 2204 熱力学 味野 2 〃  〃

05 2215 量子力学Ⅰ 原田 2 〃  〃

05 2216 量子力学Ⅱ 原田 2 〃  〃

05 2226 量子力学演習１ 西山 1 〃  〃

2 05 2114 相対論入門 野上 2 選択 〃

05 2213 力学３ 岡田（耕） 2 〃  〃

05 2214 電磁気学Ⅲ 中野 2 〃  〃

05 2219 物理数学２ 石野 2 〃  〃

05 2228 振動波動 作田 2 〃 平成１６年度以降入学者対象 〃

05 2222 情報物理学実験Ⅱ 小林・水島・岡田・平井 3 必修 情報

05 2223 情報物理数学 花咲 2 選択 〃

05 2225 情報化と職業倫理 味野 2 〃 〃

05 2303 統計力学Ⅰ 町田 2 選択必修 物理学

05 2304 統計力学Ⅱ 町田 2 〃 〃

05 2331 統計力学演習１ 水島 1 〃  〃

05 2332 統計力学演習２ 水島 1 〃  〃

05 2227 量子力学演習２ 西山 1 〃  〃

3 05 2316 量子力学Ⅲ 市岡 2 選択 〃

05 2334 相対論的量子力学 市岡 2 〃 〃

05 2319 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ物理学１ 石野 2 〃 情報

05 2320 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ物理学２ 花咲 2 〃  〃

05 2328 情報ｼｽﾃﾑ科学 岡田（耕） 2 〃 〃

05 2329 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ物理学 松島 2 〃 〃

05 2330 物理学実験 各教員 3 必修 物理学実験

05 2321 相対性理論 作田 2 選択 物理学

05 2322 固体物理学１ 花咲 2 〃  〃

05 2323 固体物理学２ 鄭 2 〃  〃

3,4 05 2333 固体物理学３ 小林 2 〃

平成１７年度以前入学者は
０５２３２４磁性物理学または
０５２３２５超伝導物理学で登録，読替 〃

05 2327 原子核物理学 中野 2 〃  〃

05 2408 素粒子物理学 〃 本年度開講せず 〃

05 2117 情報化社会論 野原 2 〃 情報

05 2411 情報物理学特別課題研究 各教員 5 選択必修 〃

4 05 2410 情報物理学課題研究 各教員 10 選択必修 情報



　化学科［専門科目］

学 講義番号  授業科目  教員  期別･単位 履修  備考 免許法上

年 　 前期 後期 通年 区分 の分類

05 3155 化学英語 全教員 2 　 必修 化学

05 3101 有機化学Ⅰ 佐竹 2 〃  〃

1 05 3102 有機化学Ⅱ 西原 2 〃  〃

05 3152 有機化学演習Ⅰ 岡本 　 1 選択必修 平成２０年度以前入学者，集中  〃

05 3156 化学数学Ⅰ 田中（秀） 2 選択 －

05 3227 化学数学Ⅱ 甲賀 2 〃 平成１４年度以前入学者化学数学に読替 －

05 3157 基礎化学実験 小島・大島 1 必修 平成２１年度以降入学者（化学科学生）対象 化学実験

05 3200 物理化学Ⅰ 田中（秀） 2 必修 化学

05 3202 物理化学Ⅱ 未定 2 選択必修 平成１８年度以前入学者は必修  〃

05 3220 物理化学演習 甲賀・末石 1 〃 (隔週)  〃

05 3205 量子化学Ⅰ 川口 2 必修  〃

05 3225 量子化学Ⅱ 石田・後藤 2 選択必修 平成１８年度以前入学者は必修 〃

05 3221 量子化学演習 川口・石田・唐・後藤 1 〃 (隔週)  〃

05 3207 有機化学Ⅲ 門田 2 〃 平成１８年度以前入学者は必修  〃

2 05 3209 有機化学Ⅳ 川本 2 〃 平成１８年度以前入学者は必修  〃

05 3222 有機化学演習Ⅱ 岡本 1 〃 (隔週)  〃

05 3211 無機化学Ⅰ 黒田 2 必修  〃

05 3213 無機化学Ⅱ 大久保 2 選択必修 平成１８年度以前入学者は必修 〃

05 3215 分析化学Ⅰ 高栁 2 必修  〃

05 3217 分析化学Ⅱ 高栁 2 選択必修 平成１８年度以前入学者は必修  〃

05 3226 分析化学演習 高栁 1 〃 (隔週)  〃

05 3223 基礎化学実験 各教員 3 必修 化学実験

05 3224 分析・無機化学実験
小島・大島・高栁・黒田・
大久保・鈴木（孝）・砂月 3 〃 〃

05 3320 統計熱力学 甲賀 2 選択 化学

05 3301 反応速度論 末石 2 〃  〃

05 3322 構造化学Ⅰ 石田・後藤 2 〃  〃

05 3302 構造化学Ⅱ 唐 2 〃  〃

05 3305 有機合成化学 高木・西原 2 〃  〃

05 3323 有機化学Ⅴ 高木 2 〃 平成１４年度以前入学者有機反応機構に読替 〃

05 3307 有機電子論 門田・高村 2 〃 〃

05 3324 有機化学Ⅵ 花谷 2 〃 平成１４年度以前入学者生物有機化学に読替 生物学

05 3214 無機化学Ⅲ 黒田 2 〃 化学

05 3309 無機化学Ⅳ 鈴木（孝） 2 〃 〃

3 05 3310 錯体化学 小島・砂月 2 〃  〃

05 3311 固体化学 田口 2 〃  〃

05 3312 界面化学 久保園 2 〃  〃

05 3313 溶液化学 大島 2 〃  〃

05 3314 機器分析化学 大島 2 〃  〃

05 3398(前)
05 3399(後)

05 3317 有機化学実験
高木・川本・佐竹・
門田・花谷・西原・
岡本・高村

3 〃 化学実験

05 3318 物理化学実験
田中（秀）・川口・石田・
末石・甲賀・唐・後藤・
未定

3 〃 〃

4 05 3402 化学ゼﾐﾅｰﾙ 各教員 2 選択 化学

05 3403 課題研究 各教員 10 必修 －

化学輪講Ⅰ 全教員 1 1  〃必修



　生物学科〔専門科目〕

学 講義番号 授業科目 教員 期別・単位 履修 備考 免許法上
年 前期 後期 通年 区分 の分類

05 4108 基礎生物学演習Ⅰ 高橋（裕）他 1 必修 平成１８年度以降入学者対象 生物学

05 4109 基礎生物学演習Ⅱ 中越他 1 〃 平成１８年度以降入学者対象 〃

05 4110 現代生物学Ⅰ 中安他，各教員 1 選択
平成１７年度以前入学者は
２単位　０５４１０１ 〃

1 05 4111 現代生物学Ⅱ 中安他，各教員 1 〃
平成１７年度以前入学者は
２単位　０５４１０２ 〃

0５ 4227 分子生物学Ⅰ 冨永 2 〃 〃

05 4107 植物生理学 山本 2 〃

平成15年度以降入学者対象
平成１５，１６年度入学者は
生物学概論Ⅱに読替 〃

05 4112 保全生態学演習 中堀・鑛山 2 〃 平成20年度以降入学者対象 〃

05 4223 細胞生物学Ⅰ 鎌田 2 選択 生物学

05 4103 細胞生物学Ⅱ 高橋(純)・竹内 2 〃 〃

05 4201 分子遺伝学Ⅰ 沓掛・阿保 2 〃 〃

05 4301 分子遺伝学Ⅱ 沓掛 2 〃 〃

05 4224 生化学Ⅰ 沈 2 〃 〃

05 4225 生化学Ⅱ 高橋（裕） 2 〃 化学

05 4226 遺伝学Ⅰ 多賀 2 〃 生物学

2 05 4241 植物発生生理学 高橋（卓） 2 〃
平成１６年度以前入学者は
生理学Ⅰに読替 〃

05 4242 行動生物学 酒井 2 〃
平成１６年度以前入学者は
行動生物学Ⅰに読替 〃

05 4243 系統分類学 三枝 2 〃
平成１６年度以前入学者は
系統進化学に読替 〃

05 4299 免疫生物学 中安 2 〃 〃

05 4323 生体制御学Ⅰ 竹内 2 〃 〃

05 4311 発生生物学Ⅰ 上田 2 〃 〃

05 4244 神経行動学 酒井 2 〃
平成１６年度以前入学者は
神経生物学Ⅲに読替 〃

05 4237 神経生物学Ⅰ 富岡 2 選択 生物学

05 4335 動物生理学 坂本(竜) 2 〃
平成１６年度以前入学者は
生理学Ⅱに読替 〃

05 4228 分子生物学Ⅱ 阿保 2 〃 〃

05 4312 発生生物学Ⅱ 坂本(浩） 2 〃 〃

05 4342 生物英語演習 上田他，各教員 1 必修
平成１６年度以前入学者は生物学
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ必修１単位に読替 〃

05 4343 生物学ｾﾞﾐﾅ-ﾙＡ 上田他，各教員 1 選択
平成１６年度以前入学者は生物学
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ必修１単位に読替 〃

05 4322 遺伝学Ⅱ 中越 2 〃 〃

05 4324 生体制御学Ⅱ 高橋（純） 2 〃 〃

3 05 4337 進化生物学 三枝 2 〃
平成１６年度以前入学者は
行動生物学Ⅱに読替 〃

05 4326 細胞生物学Ⅲ 鎌田・多賀 2 〃
平成１６年度以前入学者は
細胞生物学Ⅳに読替 〃

05 4334 生化学Ⅲ 山本 2 〃 〃

05 4338 発生分子機構学 上田・高橋（卓） 2 〃
平成１６年度以前入学者は
発生生物学Ⅲに読替 〃

05 4331 生体制御学Ⅲ 富岡 2 〃 〃

05 4328 生物物理学Ⅰ 鑛山 2 〃 〃

05 4236 生物物理学Ⅱ 高橋(裕)・沈 2 〃 〃

05 4329 神経生物学Ⅱ 中安 2 〃 〃

4 05 4402 生物学ｾﾞﾐﾅ-ﾙＢ 高橋(卓)他，各教員 2 選択

平成１４年度以前入学者は
生物学ゼミナールⅡに読替，必修
平成１５，１６年度入学者は
生物学ゼミナールⅡに読替，選択 生物学

05 4238 臨海実習Ⅰ 坂本（竜）・秋山 2 選択必修 集中，平成15年度以前入学者は選択 生物学実験

2 05 4245 生物学実験Ａ 多賀他，各教員 2 必修
平成１６年度以前入学者は
生物学実験Ⅰ２単位に読替 〃

05 4246 生物学実験Ｂ 多賀他，各教員 2 〃
平成１６年度以前入学者は
生物学実験Ⅰ２単位に読替 〃

05 4239 臨海実習Ⅱ 坂本（浩）・坂本（竜） 2 選択必修

集中，平成１５年度以前入学者は
選択 生物学実験

3 05 4240 臨海実習Ⅲ 坂本（竜）・岡田（美） 2 〃
集中，平成15年度以前入学者は
選択 〃

05 4340 生物学実験Ｃ 上田他，各教員 3 選択
平成１６年度以前入学者は
生物学実験Ⅱ必修３単位に読替 〃

05 4341 生物学実験Ｄ 上田他，各教員 3 〃
平成１６年度以前入学者は
生物学実験Ⅱ必修３単位に読替 〃

4 05 4401 課題研究 各教員 10 必修 -



　地球科学科［専門科目］

学 講義番号  授業科目  教員  期別･単位 履修  備考 免許法上
年

　 前期 後期 通年 区分 の分類

05 5102 地球科学ゼミナールⅠ 浦川・野坂・塚本 2 必修 地学

05 5103 現代地球科学Ⅰ 千葉・山中 2 〃 平成１５年度以前入学者現代地球科学に読替 〃

1 05 5104 現代地球科学Ⅱ 山中・塚本 2 〃 平成１５年度以前入学者現代地球科学に読替 〃

05 5105 地球情報処理論 山川 2 〃 平成２１年度以降入学者（地球科学科学生）対象 情報機器の操作

05 5211 地球科学巡検Ⅰ 野坂・千葉 1 〃 延5日間 地学実験

05 5208 鉱物結晶学実験 千葉･山川 1 選択必修 地学実験

05 5209 地質図学実験 鈴木(茂) 1 〃  〃

2 05 5213 地球科学ゼミナールⅡ 鈴木（茂）・橋本・千葉 2 必修 地学

05 5214 地球科学ゼミナールⅢ 加瀬・山川・小田 2 〃  〃

05 5217 顕微鏡岩石学実験Ⅰ 柴田・中村（大）・野坂 1 選択必修 地学実験

05 5218 顕微鏡岩石学実験Ⅱ 柴田・加瀬・野坂 1 〃 〃

05 5200 鉱物結晶学 山川・逸見 2 選択必修 地学

05 5201 基礎資源論 加瀬 2 〃  〃

05 5202 基礎岩石学 野坂 2 〃  〃

05 5203 地球発達史 鈴木(茂) 2 〃 生物学

05 5204 固体地球物理学 小田 2 〃 地学

2 05 5205 宇宙と地球の化学 千葉 2 〃 〃

05 5206 地球化学熱力学 千葉 2 〃 化学

05 5207 大気物質循環論 塚本 2 〃 地学

05 5216 地球惑星内部物理学 浦川 2 〃 物理学

05 5219 地球惑星システム科学 はしもと 2 〃 地学

05 5324 生物地球化学 山中 2 〃 〃

05 5301 変成論 中村（大）・野坂 2 選択必修 地学

05 5302 地球物質反応論 中村（大）・岡野・山川 2 〃 〃

05 5305 地球内部物性論 浦川 2 〃  〃

05 5306 地震波動論 小田 2 〃  〃

05 5307 大気物理学 塚本 2 〃  〃

05 5308 火成論 柴田 2 〃  〃

05 5309 地球変動論 鈴木(茂) 2 〃  〃

05 5318 地形学 隈元 2 〃  〃

3 05 5319 地球惑星物理化学 浦川 2 〃  〃

05 5320 資源物質循環論 加瀬 2 〃 〃

05 5326 無機地球化学 千葉 2 〃 平成１５年度以前入学者変成論に読替 〃

05 5328 海底地質学 柴田 2 〃 〃

05 5329 沿岸の地球科学 山中 2 〃 〃

05 5330 微量元素・同位体地球化学 岡野 2 〃 〃

05 5331 地球統計学 隈元 2 〃 〃

05 5332 地球流体力学 はしもと 2 〃 物理学

05 5322 地球科学巡検Ⅱ 隈元・山川 1 選択 延５日間 地学実験

05 5312 地球物理学演習 小田 1 選択  地学

05 5313 地球物理学実験 塚本・浦川・橋本 1 選択必修 物理学実験

3 05 5316 地球化学実験 千葉・山中・岡野 1 〃 化学実験

05 5317 地質調査法実習 岡野・山中 4 〃 地学実験

05 5321 地球科学ゼミナールⅣ 山中・隈元・柴田 2 必修 地学

05 5325 測量地理情報学実習 隈元 1 選択必修 地学実験

4 05 5400 地球科学輪講 各教員 4 必修 地学

05 5403 課題研究 各教員 6 〃 －

集 05 9538 地球科学特講Ⅰ 選択 本年度開講せず －

中 05 9539 地球科学特講Ⅱ 石田 2 〃 ３，４年次 －



　［共　　　通］

履修

前期 後期 通年 区分

就業体験実習
（インターンシップ）

　 2 　 選択
２単位まで履修可
数学科は，『情報数学インターンシップ』
となる。

２・３年次生

博物館実習 　 　 2 選択 学芸員資格取得者用 ３・４年次生

教　　　　　員授　業　科　目 対　　象
期別･単位

備　　　　　　考



１６．インターンシップの履修について

理学部就業体験実習（インターンシップ）の概要

趣旨・目的

インターンシップ制度とは，大学で修得した学問と現場での実践との融合を図り，基礎

科学とその応用についての理解を深めることを目的として，理学部の教育課程に基づき理

学部の学生が取りまとめ団体の会員企業等において就業体験を行うものです。

受入企業の決定方法

インターンシップ制度登録企業等（受入先企業等）については，取りまとめ団体から

理学部へ予め通知されます。

インターンシップ希望者の受入企業等については，取りまとめ団体が受入窓口となり

会員企業等と調整のうえ受入先企業等を決定し，理学部へ通知されます。

インターンシップ期間等

インターンシップ期間は，原則として２週間

この期間中の学生に対する賃金等は，基本的には支払われません。

成績評価

学生のインターンシップ実施中の評価は受入先企業等が行い，インターンシップ終了後

理学部へ報告するものとします。

理学部は，企業等からの報告に基づき単位の認定に伴う成績評価を行います。

事故対策

インターンシップ希望の学生は，賠償責任保険，傷害保険等へ加入して下さい。

取りまとめ団体においても，受入先企業等内での実習中の事故及び傷害に対処するため，

受入企業等間の統一的な対応策を講じます。

守秘義務

インターンシップ実施中に学生が知り得た企業等内の情報について，受入先企業等が

当該学生と個別に対応します。

授業科目 就業体験実習（インターンシップ）

（数学科は，受入先企業等によっては『情報数学インターンシップ』となります。）

期 間 夏期休業中２週間

履修時期 学部２・３年次

履修手続

１ 事務室教務学生担当の窓口にあるインターンシップ登録企業等のリストを参照

する。

２ 希望する企業等を選び，事務室教務学生担当に申し込む。

３ 受入人数等の制限のため，希望者のなかから選抜を行うこともある。

４ 理学部から取りまとめ団体へ受入依頼書を送付する。

５ 企業等から許可書が理学部へ返送され，許可を得た者に限り実習が可能となる。

６ 実習に際して，事前に理学部でガイダンスを行う。

７ 実習先の企業等あるいは実習日程等を研究しておく。

８ 実習に際しては，実習記録を付け，企業等の担当者に検印をもらい，実習後，事務

室教務学生担当に提出する。




